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E1: 自らが実施する研究に関係する法令・指針を遵守できる

E2: 研究の実施において配慮すべき事項を理解し実践できる

E1: 治験における倫理性・安全性の担保に関わる基本的事項を説明でき
る
E2: 薬害の事例および薬害を防ぐための方策を説明できる

E3: 研究不正の事例および研究不正を防ぐための方策を説明できる

E1: 多種多様な情報源から必要な情報を適切に収集できる

E2: 収集した情報を論理的に評価し，適切に管理できる

E1: 収集した情報を適切に加工・解析し，他者に説明できる

E2: 収集した情報を薬学研究の実行に活用できる

E1: 薬学研究について基本的な英単語や構文を用いて積極的に意思
疎通できる
E2: 薬学領域の基本的事項について英文でのやり取りができる

E1: 英文学術論文を読解し，内容を要約して的確に説明できる

E2: 自らの研究成果に基づいて英語で資料を作成し，その内容を英
語で説明できる
E1: 言語的および非言語的コミュニケーション手段を活用できる

E2: 傾聴，共感，理解を示すコミュニケーションを実践できる
E3: 研究チームの他の構成員と連携しながら目標達成に向けて行動
できる
E1: 化学構造からその物性、安定性および反応性を推測できる

E2: 化学反応を利用した化学物質の適切な分析法を提案できる

E3: 化学物質の分析結果を総合的に解釈し、応用できる

E1: 化学構造と反応条件に基づいて化学反応を推測できる

E2: 化学物質の合成法を提案できる

E3: 生体分子・天然生物活性物質の化学的特性を説明できる

E1: 生体の構造とその構成分子を説明できる

E2: 生体の維持に関わる基本的な生命現象を説明できる

E3: 生体の機能とその調節機構を説明できる

E1: 疾病予防・公衆衛生における基本的事項を説明できる

E2: 化学物質が健康や環境に及ぼす影響を説明できる

E3: 食生活が健康に及ぼす影響を説明できる

E1: 医薬品･化学物質の主作用・副作用・毒性を説明できる

E2: 医薬品･化学物質の作用機序・体内動態を説明できる

E3: 製剤化の意義および製剤の性質を説明できる

E1: 医薬品開発プロセスについて説明できる

E2: 臨床試験デザインおよび疫学研究デザインを説明できる

E3: レギュラトリーサイエンスの基本事項を説明できる
S1: 薬学領域における研
究の位置づけについて説
明できる

E1: 薬学領域における研究の位置づけについて説明できる K K K K K K A K K K K K A A K A K K K K K K K K A K K K A K A A P

S2: 薬学研究における科
学的理論と方法論につい
て説明できる

E1: 薬学研究における科学的理論と方法論について説明できる K K K K K K A A K K K K A A A K K K K A A K K K K K K K K K K K K P A P

E1: 未解決の薬学的問題を抽出し，研究計画を立案できる

E2: 立案した計画に基づいて薬学領域の研究を実施できる

E3: 新しい知見を論理的かつ客観的に説明・評価できる

E1: くすりと薬学の歴史を概説できる

E2: 自己の現状を適切に評価できる
S2: 問題意識をもって目標
を設定できる

E1: 医療の社会的動向と科学の進歩に常に目を向け，自ら課題を見
出すことができる

K K K K K K K K K K K K A A A K K K A K K K K K K K A K K P

E1: 自ら見出した課題について適切な解決方法を考え，実践できる

E2: 知識・技能・態度を高い水準で維持するため，積極的に自己研
鑽に取り組むことができる

S4: 目標到達度を自己評
価し，次の目標を設定でき

E1: 目標到達度を自己評価し，次の目標を設定できる K K K K K K K K K K K A A A K K A K K K A K P
S1: 研究の場における後
進に対する教育・指導の
手法について説明できる

E1: 研究の場における後進に対する教育・指導の手法について説明
できる

K K K K K A A K P

S2: 研究の場において後
進に対する指導を実践で
きる

E1: 研究の場において後進に対する指導を実践できる K K K K K A A K K P
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コア教育成果

１年次前期
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１年次後期 ３年次後期２年次後期
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S2: 化学物質の特性を化
学的に理解し説明できる

S3: 生体の構造と機能を
生物学的に理解し説明で
きる

K K P
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２年次前期 ３年次前期

「研究能力」

S3: 研究活動を実践できる

「科学的探究
心および自己

研鑽」

S1: 自己および薬学を取
巻く状況を適切に評価で
きる

S3: 目標の達成のための
方法を考え，実践できる

K
S1: 薬学人としての使命
感・倫理観を持って行動
できる

「情報収集力
および情報活

用力」

S1: 情報を収集・評価・管
理できる

S2: 情報を活用できる

「語学力および
コミュニケー
ション能力」

S1: 薬学に関する事項に
ついて英語での意思疎通
ができる

S2: 薬学研究の実践にお
いて英語を活用できる

S3: 周囲の人々と良好な
関係を構築できる

K
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「教育能力」
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K
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「応用的な専
門力」

S1: 健康と疾病に影響を
及ぼす因子を理解し説明
できる

「基礎的な科
学力」

S1: 化学物質の特性を物
理的に理解し説明できる

S2: 医薬品･化学物質と生
体との相互作用を理解し
説明できる

S3: 医薬品開発に関する
基本的事項を理解し説明
できる
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S2: 薬学領域の倫理関連
事項を説明できる

「薬学人として
の倫理観」
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凡 例 P：Practice：それを実際の現場で実践できる、あるいはそれについて自ら探求できる A: Application：それを模擬的に実行できる、あるいはそれについてのより深いまたは応用的な知識を持っている K: Knowledge：それについて知っている


